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１．研究計画の概要 

宇宙最大の爆発現象である「ガンマ線バー
スト」の放射機構を解明するために、ガンマ
線偏光検出器（ＧＡＰ）を開発する。小型ソ
ーラー電力セイル実証機 IKAROS に搭載して
宇宙空間で観測を行い、年間２～４例程度の
明るいガンマ線バーストの偏光度を測定す
る。ガンマ線偏光検出器を人工衛星に搭載す
ることは世界初の試みとなり、ガンマ線偏光
天文学という新分野を開拓する。 
 
２．研究の進捗状況 

平成２０年度から２１年度の前半にかけ
ては GAP の開発に専念し、衛星フライトモデ
ルを完成させた。形状は直径 17cm 高さ 16cm 
の円筒形で、重量は 3.4kg と非常に小型の観
測装置となっている。検出器の中心には差し
渡し 14cm の 12 角形のプラスチックシンチレ
ータを配置し、その外周には厚さ 5mm の
CsI(Tl)シンチレータが取り囲んでおり、各
シンチレータの発光は小型の光電子増倍管
で検出されるシステムである。ガンマ線がコ
ンプトン散乱するときには、偏光方向と垂直
に散乱しやすいという特徴があるので、GAP
はプラスチックと CsIの同時イベントを観測
して、コンプトン散乱の角度依存性を測定で
きる仕組みになっている。 

 平成２２年５月１８日に IKAROS は金
星探査機「あかつき」とともに H2A ロケット
17 号機で打ち上げられた。IKAROS 自身の膜
展開および加速実証は極めて順調に進み、打
ち上げから 1か月後には理学観測機器である
GAP に電源を投入することができた。その後、
宇宙空間におけるエネルギー較正などを行
い、センサー全てが正常に動作することを確

認した上で定常観測モードに移行している。
2010 年 7 月 7 日に発生した GRB 100707A を
検出し、ガンマ線バースト検出器としての動
作実証を行うこともできている。現在も GAP
は正常に動作し、宇宙空間で観測を続けてお
り、１週間に１イベント程度の頻度で GRB を
検出している。 
2010 年 8 月 26 日に発生したイベント

GRB100826A は、GAP の前方 20 度程度から入
射し、極めて明るいイベントであったため、
偏光情報のデータ解析を行うことができる。
現在、データを慎重に解析している最中で、
平成２３年度には科学成果として公表でき
るよう努力している。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
当初の研究計画では平成２１年度までに

検出器製作を終了し、単体試験・総合試験を
経て、平成２２年度に打ち上げるという計画
であった。既に記述している通り、GAP の検
出器開発は、ほぼスケジュール通りに実行さ
れ、平成２２年５月に種子島宇宙センターか
ら打ち上げられた。現在は宇宙空間で完全な
状態で動作し続けており、明るいガンマ線バ
ーストの検出にも成功している。検出器本体
に関する論文も日本天文学会の欧文研究報
告（PASJ）に受理されており、これまでのと
ころは完全に目標を達成している。 
科学成果に関しては今後の努力目標とな

る。既に観測されているデータ解析を丹念に
行うことと、観測を継続する体制が重要と考
えている。IKAROS のミッション（太陽帆の展
開と光子圧による推進）は達成されているた
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め、今後の運用頻度は少なくなるが、2012 年
頃まで延長運用されるため、その範囲内で最
大限の成果が出すことが目標となる。 

 
４．今後の研究の推進方策 

IKAROS 探査機の運用が 2012 年程度まで延
長されたため、引き続き運用・観測を行う。
平成２３年度中には第一弾の科学成果を公
表できるよう、データ解析に取り組み、論文
を執筆することを目標とする。 
 本研究課題で、人工衛星を用いたガンマ線
偏光天文学という新しい学術分野を開拓で
きたため、今後の発展を目指して、より偏光
検出感度の高い新しい観測装置の開発を進
めていきたい。これは現在計画されている小
型科学衛星ポラリスや、次世代のソーラーセ
イルに搭載することを目標としている。 
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